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論文審査の要旨

コパノレトクロム合金は、その優秀な材料特性から人工関節など整形外科領域で汎用される生

体用金属材料である。しかし、骨と直接固着しないことから初期固定が不十分となり、インプラン

トのゆるみがしばしば問題になる。

申請者はこの合金の問題点を解決すべく、骨髄間葉系幹細胞を用いて生物学的に材料表

面をコーティングするという材料工学と再生医療を融合させた手法を応用した。表面ピーズ加工

を施したインプラント上で間葉系幹細胞を骨芽細胞に分化させ、インプラントと骨との固着性を

検討している。本研究によりコバルトクロム合金において、再生培養骨を搭載することが可能で、

移植後 3週という早期に骨とインプラントとの固着性が獲得できることを力学的、組織学的評価

を用いて初めて明らかにした。

本研究で用いた再生医療技術を応用した手法は、新しい概念の手法であり、人工関節置換

術後のゆるみの抑止に貢献すると考えられ、実際の臨床での成績向上が期待される。汎用性の

高い生体用金属材料にも応用可能であることを明らかにしたことは、整形外科領域のみならず、

金属材料を使用するすべての科に恩恵をもたらし、医学の進歩に貢献するものと考えられ学位

に値するものと評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与するところが

大きいと認める。
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